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今 後 5 年 間 1 9 3 2年の水準を超えてはならない J。* この趣旨は， ラインハルトを通じて翌日公表され
( 135)

た。結果はともかく公約された限りでのこの租税政策は，かつてのバーペン政権の不況克服策の並 

本的な考え方と異なるものではなかった。いずれにせよ， この面での公約が伴うことによって，愿 

用創出政策が企業家银団にとって一層受容れ f A 、ものとなったことは確かである。 

このように見てくるならぱ， 193 3年 5 月末にぉけるヒットラーの政策構想，従ってまた,'これに 

基づく第一次ラインハルト計画は，過去の諸政権が志向した恐慌克服策を，それぞれが持っていた 

枠組 )^、ら切離して組み直したものだったと言*ってよいであろう。 これらの政策装置をヒットラーが 

独まの意図のもとにどのように使い始めていたかは，再軍備と雇用創出との関係として既にたと
(136) 山

おりである。かくてヒットラ一政権は，企業家集団の支持を一方で確保しつつ，他方ではその独自 

の意図をこれに秘め，猶 丑 大 衆 に 向 か っ て 「藤用の創出 J を 政 策 象 徴 と し て 揭 こ と が で き た の  

である。 ,

その際ヒットラーには，照用創出計画，就中，ァゥトバ^ンの趙設の如き大媒模計画の実行が大
' (137)

衆 の 心 理 に作用して r信頼感を覚醒させる」 という認識があった。既に見たように,前年春以来の 

諸政権の雇用創出政策が都市や農村のレヴ :n ルで成果を挙げ始めるのは， ヒットラー政権成立以後 

のことである。 ナツィスは，他者の蔣いた® 子から果実を得ることができたのである。 しかし，漸 

く芽生えた大衆の支持を一層確笑なものとするためには， 「来たるべき冬を経済の面で持ちこたえ
(138)

ること，失業者を再度増大せしめぬごと J が絶対に不可欠であった。かくてヒットラー政権は,，6 

月以後厳寧期に向かって第二次ラインハルト計画（9 月2 1日）を含む幾つかの雇用創出政策の措置 
(139) 

を衆-中的に講じ， ァゥトバーンの建設を精力的に進めてゆくことになる。第一次ラインハルト計画 

に始まる一連のナツィスの雇用創出政策は， このようにして大衆の支持の確固たる形成を指向し 

また， これに成功したのである。

' . (経済学部教授）

注(135) Schulthess* Europaisclier Geschichtskalender, Bd. 74 (1933), S . 151〜 2 vom 1 , Jiini 1933.
( 1 3 6 )この点に関速して猶， 自発的労働率仕に触れておかねぱならな、、。 プリューニンク政権がこの自発的労働奉仕を廣 

用創出政策の一環として利；n しようとしたととは，既に本稿I の(2》においてたとおりでもる。また，ドイッ:1：業全国 

速盟は，同様の立場から更にこれを労f勤奉仕義務として制波化するごとを求めていた。7)&掲注(80)参照。ヒットラー政 

権のもとでほ，照;》創出政策からは切離されたが，労働-奉仕義務としてこれを制度化する準備がとの時期にに始めら 

れていた。しかし，その役割は，明確にナッイスの立楊からする思想統制の場としてであった。 ..Vermerk fiber die 
Chefbesprechung unter dem Vorsitz des Herrn Reichskanzlera am 4. April 1933. Beratungsgegonstand: Fragcn 
der Arbeitsdienstpllicht und Jug'enderttichtig'ung", in： BA, R43II/516.

(137) 1933ィ自月IS日の*■アウトバーンその他の道路JJi設?が菜の資金調速J に関する協議での究言* ..Vermerk, den 22,
September 33", in: BA, R43II/503 による。 -  、

CL38) 9 jU 9l;iの叫議でのヒットラーの発言。RA, K43I/1465, D793701'.
( 1 3 9 )その立法の概55!は Reinhardt, F., Die ArbdtsscklacIU der Reichsregiening, Berlin 1933 を参照。
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英 米 経 済 史 学 界 の 動 向

中 村 勝 己

本稿は；t 近における英米経済史学界の動向のうち，

般的な動向に限って述べたものである。一*層立入っ 

た尊門的研究領域に関する諸問題については，次の機 

会に述べることにする。

1. 英米経済史学界の動向

{り英米商国の図書館を利用して感じる最初の印象 

は，それらが驚くべく充実していることである。たと 

えぱ, H a r v a r d大 学 の W id e n e r図書館は数百方の 

:蔵書をもつと、われ，ますこBaker L ibraryは*蔵書数 

は約45万 と 、われている。' イギリスのBritishMuseiun 

の蔵書数は約 700 万， London School of Economics の 

''図書館 'British Library of Political and Economic 

'.Science の蔵書数は約 200 万， Institute of Historical 

Research (University of London) の蔵書数は約 20 万と 

'いわれている。筆者の専攻領域である経済史に開して 

'いえぱ，自国の出版物についてみる限りでは，収蔵さ 

れていないものは殆んどな\/、位であゥ.た。完全または 

完全に近い図書館を1 つ持つことが一国の学問にとっ 

てどれほど決定的に重耍であるかは，こうした図書館 

を利用した経験をもつ者ならぱ誰でも思い知らされる 

普であり，’その意義はどれ程強調しても足りない程で 

ある。それはまた大学間の研究条件の格差をかなりの. 

程度まで平均化する作用をもち，更にまた大学を離れ 

た研究者に研究の便宜を提供している。これらの図書 

館は， ドイツ入学者が、うような"金銭"によっての 

み出来たのではなく，多くの学者，研究機関，学生の 

父兄などの好意と愛情とにより支えられている侧而も 

もることを決して無視出来ない，

维者はロンドン大学Senate H o u s eで開他され 

.た Anglo-American Conference of Historians (1972) , お 

よびレスタ一大学で開催されたUrban History Coil- 

rference (1973) , 同じく Efxmoniic History Conference

(1973)に出席したが，何れの学会大会でも出席者の精 

励と想iE正しさ，討論における報告者の率直さと，質 

問者の丁重ななかにも辛辣痛烈な批判とが印象的であ 

ゥた。教授クラスの報告は個別研究をふまえた包括6.勺 

なものであったのに対し若手研究者の報告は狭く深 

く限定的であった。質問者の批は何れも，我が国の 

場合とは正反対に，細部に五り具体的で，坤方史的研 

究をふまえたものであゥた。そしてこうした射説の結 

果，反って歴史理諭ないし比較史的考察への道がきり. 

ひらかれることになったのは興味深かったb 新しい研 

究分賊である"urban.history" には社会学系と経済史 

系の研究者力'碰 存 し 経 済 史 家 は furban historiansは’ 

余りにも社会学的だJ と批判していた。

• ね》 イギリスでは， 地方史協会や州史料館（county 

record office)の充実とその出版物の水準の向上は,顕著 

である。地方史研究者は嘗ては鄉士史家-^、あったが，

今日では大学で填 門̂的調練を受けた歴史家が,州史料 

館 * 展史協会の所蔵史料を分析して学位論文を書き， 

そのるものは地方史雑誌に要約して掲載されるよう 

になった。 しかも個別研究の密度力’溢々高くなって来 

ているが故に,研究者は安んじて個別研究に没頭出来 

ることになるというわけである，アメリカでも事情は 

同様ではあるが，地方史的研究の密度が東部に関し^  

はかなり高いが，全圓的には未だ低いにも拘らず，経 

资学の揪響で全在的把握を急ぐ傾向が出て来ているの 

は望ましいとはいえないであろう。経済史学の発展の 

ためには，史料の鬼集とその分析の蓄積が不nr火なの 

である。

(4》 イギ 5)スの経済史学界では農業史，土地制度史 

の比重は極めて高く，時代的にも特定の時期に集中し 

ていない。アメ リ力の"Agricultural History" (1924〜） 

は，創 TU はイギリスの '‘Agricultural History Review" 

(1953〜〉よりもかなり古いが，農業技術史とtei別経営 

史の比Ifiがより高い。アメリ力で近い将来においてH.

も

4b (107)
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P.R. Finburg (ed.), The Agrarian History of Eng

land and Wales (既刊はV o l.1 , I V の2 巻）のような 

高水準の土地制度史が出現することは期待出来ない。

アメリ力においてイギリスにおける農業史に該当する 

地位を占めるのは経営史であろう。この経営史に関す 

る限り，アメリカにおける研先は少なくとも量的には 

イ'ギリスのそれfc勝っている。

( 5 ) 経済史研究が他の歴史别究の諸分野と同様に益 

益，門 化 し 印 代 ‘ 地域，産業部門などを限定するこ 

となしに研究し執筆するととは到底出来なくなってい 

るとはいえ，他方では経済史と政治史‘ 思想史，教会 

史などとの綜合が見事におこなわれていることも銘記 

せねぱならない。 しかも済史家による経済史，政治 

史 ，思想史の綜合と， 史家による思想史.政治史 

.経済ホの綜合がそれぞれの方向から相互に進められ 

ている。'.いまは亡き. R‘ H. T a w n e y の Religion and 

the Rise of Capitalismはそうした綜合の見事な例であ> 

った.,し彼の弟子 A. Everitt の The Community of 

Kent and the Great Rebellion, 1640—1660. (Leicester 

University Press. '1973) ； ditto. Change in the Province ： 

the Seventeenth Century. (Leicester University, Depart

ment of Local History. Occasional Papers, 2nd Ser. No. 

1 ,1 9 6 9 ); ditto, The Pattern of Rural Dissent: the 

Nineteenth Century, (ibid., N o .も 1972)'や， C' W. 

Chalklin, Seventeenth-Century K ent： A Social and 

Economic History. 1 9 6 5 .などは，Joan Thirsk 女史の 

Agrarian H isto r yとは別の意味で，専門化を克服すも 

方向を示唆する秀れた研究である。

2. アメリカ経済史学界の動向

1 9 1 0年代の経済史研究の成果をかえりみると，Ch. 

k ,  Beard,'Economic Interpretation of the Constitution 

of the United States. 1913； E, M. Johnson and others, 

History of Domestic and Foreign Commerce of the 

United States. 1915； P. W. Bidwell, Rural Economy 

in New England at the Beginning of the Nineteenth 

Century, 1916; V, S. Clark, History of Manufactures 

in the United States. 1916* ,192が；R. M. Tryori, The 

Household Manufactures in the United States. 1917； 

J.S. Davies, Essays in the Earlier History of American 

Coi-porations. 1917： A .M . Schlesinger, Colonial Mer

chants and the American Revolution. 191,8; U. B. Phil

lips, American Negro Slavery. 1 9 1 8 ,などがこの時期.

代表的業まであって，如何にわれわれが今なおこオ1̂  

らに多く依存しているかに驚くであろう。真に実証的 

な業績は，数々の批判にも拘らず，数十年の学問的生 

命をもちつづけるものであることを示すものでちる。

1920年代に入ると，ここでもわれわれが多く依侧し 

ているいくつかの業績を見出す。ニュー.イシグラン 

ドのタウン.システム研究の出発点となった R. H. 

Akagi, The Town Proprietors of N ew  England 

Colonies. 1 9 2 4 .のはか，fiid'vell and Falconer, History 

of Agriculture in Northern United States. 1925； A. 

H. Colo, American Wool Manufacture. 1926; J. Schafer, 

Wisconsin Domesday Book. 1922-1927. などがそれで 

ある。

1930年代に入ると，経済史研究は一層の盛行を貝■,数 

多くのすぐれた業績がうみ出された。まず植民地史研 

究の出発点となっているC. M. Andrews. The Colonial 

Period of American History. 1934-7；イギリス重商主 

義政策の一研'究 A. C. Bining, British Regulation of 

Colonial Iron Industry. 1933； ニュー . イングランド 

綿業史の代表的研究C .F . Ware, The Early New  

England Cotton Manufacture. 1931 ; スミス.カレッ 

ジの研究叢書に权められたV: Schlakman, Economic 

History of a Factory Town. 1934-5; M. Martin, Mer

chants and Trade of the Connecticut River Valley. 

1939； M .R. Pabst, Agricultural Trends in the Con

necticut V alley Region of Massachusetts, 1800-1900. 

1 9 4 1のはか, •農業•史では Gray, History of Agriculture 

in Southern United States. 1933； Akagi とならぶタ 

ウン研究の古典 F. M. Woodard, The Town Proprietors 

in Vermont. 1936； I. Mark, Agrarian Conflicts in 

Colonial NeW York. 1940; S. G. Nissenson, The Pat- 

roon，s Domain. 1 9 3 7 ;および西漸運動史研'弗の古典 

P. W. Gates, Illinois Central Railroad and its Coloni

zation Work. 1934； Sch lesingevと並んで戦前の独戦 

4 側の研资を代表する古典的名著 A. East, Business 

Enterorise in the American Revolutionary Era, 1938 

や，V< D. Harrington, N ew  York Merchants on the 

Eve of the Revolution. 1935 などがそれであ>る。

これらの研免を一し义，現代におけるアメリヵ経 

済史の研梵が，いかに多く戦前，特に1930平代のそれ 

におっているかが明白であり，• 軟後の数多くの研':をは 

' 必ずしもとれらの研究を棱駕するとはいえない。これ 

らの戦前，特に1930ギ代の研究の☆ 析方法を，特に最 

近の経济史研究の方法と，対比してかえりみると，次の
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ような諸点力':その特徴としてあげられるであろう。第 

にこれらの挤究は，いわぱ構造的分析方法をとって 

いる。すなわち， e：れらの研究は# 々な利害関tr;の錯 

綜と対立を分析していて，用語，概念装置などの不備 

にこだわらなけれぱ，経済構造の分析に有効な研究が 

少なくない。，工業経営形態に関してhousehold industry, 

domestic industry, putting-out system,, mill industry, 

factory sy s te m 等の諸形舞（または譜段階）が具体|^コに 

分析されていて，たとえそれらがドイッ歴史学派経済 

学 （特にBticherの r国1_を経済の成なJ) から直接又は間接 

に深い影響をうけていたとはいえ,工業部門における 

資本主義の発展を解明する素材としてかなり有効であ 

る。農業史，士地制度史についても，士地所有関係， 

特にニュー . ヨークのpatroon制，m an or制，独立後 

の地主制，南部のプランチ一シg ン制* ニュー.イン 

グランドのタウン，システムなどに関しては，かなり 

の研究の蓄積があり，土地制度をめぐる矛盾が独立戦 

争や南北戦争などへと連なっていく必然性も考察され 

ている。市場構造の分析もある程度までおこなわれて 

いる。また,.個別企業の経営史的研究も元来は経済史 

と切離されて行なわれてはいなかった（N.S.B. Gras 

により劍められた Journal of Economic and Business 

History. 1 9 2 8 - 1 9 3 2といえども，経济史から分離していな 

かった)。その後の経営史の研究は次第に経済史から独 

立して行った„ '

1930年代の経済史研究は，1929年にはじまる大恐懷 

につづく慢性的不況期に進められた。知識人の中に，フ 

一ヴァーおよびルーズヴェルト両大統領の様々な経済 

政策にも拘らず，大不況から容易に脱出出来ずに苦悩 

するアメリカのビジネスとは一*体何かという問題を広 

い歴史的パースぺクティヴのもとに考察する瓶向が見 

られた。もちろん，個々の研究者は必ずしも自i 的で 

はなかったとしても，歴史の深部へと考察が進められ， 

陰影をもつ歴史像がうみHiされた。leo o万に及ぶ失業 

者をかかえ， N ew  D e a lが必ずしも所期の成果をあげ 

ないままに，熟 2 次大戦に参加することにより，軍需 

生まと大兵力の動員とにより,大不況が外侧から解消 

せしめられたこの時代の知識人の思き方法には，戦後 

の冷戦期以後の研究とは異なる傾向があったといえる 

だろう。との時代に学生時代，大学院生時代及びそれ 

につづく時期を送った研'究者は，アメリカの経济史. 

歴史学のみならず，社会科学のさまざまな領域におい 

ても，独特の役割を果した。 

t(i 2 次大戦中から1950：̂ff代にかけては日独伊3 国の

ファシズムとコミュニズムとに対して民主主義を擁護: 

するという課題をかかえたアメリ力では，歴史的諸料 

学は，アメリカ民主主義の諸原理の起原およぴ轉質を 

究明することに力を注1/、だが，マッ力一シ、旋風の吹 

き荒れた中で、ビーアド，ハッカーがi 己弁明を強いら. 

れ. 力ナダの歴史家ノーマン力；悲劇的な死をとげた。 

このような政治の嵐のふきあれた状況は，決して学問: 

研究に好適な環境ではなかった。

勿論，この時期にもいくつもの極めてすぐれた業績 

があらわれた。 ハーヴァー'ド大学の「経営史叢書J 

Studies in Business H is to r yの多くはこの時期に上梓： 

されたものであるし戦前の力ニネギー研究所の経済 

史叢書 ."Contributions to the Economic Histoiy of the 

United S ta t e s " と並んで，，戦後における最も高い水棟！ 

り通史とされている"The Economic History of the 

United States." (1945〜，未完）もこの時期から出はじ 

めたものである。 G‘ R. T aybr, C .R  Nettels, F.A. 

Shannon, P. W. G a te sの筆になる卷•はとりわけすぐれ 

たものである。これらの研究叢書以外にもR.B. Morris,. 

Government and Labor in Early America. 1946; C. 

Bridenbaugh, Colonial Craftsmen. 1950； N . A. McNall, 

An Agricultural History of the Genesee Valley. 1952;. 

B. Bailyn, The New England Merchants in the Seven

teenth Century. 1955; Atherton, The Southern Country 

Store. 1949； K. M. Stamp, The Peculiar Institution. 

1 9 5 6 .などの秀れた研究書ももらわれた。 しかしこの 

時期の最大の収獲は恐らくトーマス . ジファ.一スン 

全策，ベンジャミン * フランクリン全集， アレグザン 

ダー . ハミルトン全免の刊行力'、始まったことであると 

いえよう。これらは何れも広沉な資料の鬼集と厳密な 

校訂を特徴とし全集榻集の範とさるべきものである。 

またこれらの信頼出来る全集にもとづいてジエプァ一 

スン， プランクリンおよびハミルトンの研究が飛躍的 ‘ 

に進み，わが国でもこれらの全後による研究が始まっ 

ている。

しかしこの時期は，他方において様々なかたちで修 

正派が抬0身した時代でもあった。

1 ) 独戦#•について  Robert E. Brown, Middle- 

class Democracy and the Revolution in Massachusetts,. 

1691-1780. 1955； ditto, Charles Beard and the Con

stitution, 1956； P. McDonald, W e the People ： The- 

Economic Origin of the Constitution. 1958; Charles S. 

Grant, Democracy in the Connecticut Frontier Town 

of Kent. 1 9 6 1 .などは，独立戦ざ何]ij段階の植民地にぉ-
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リスト教 （プロチスタンテイズムの場合でも, カトリシズム 

の場合ヤも）のもつー框のプァンダメンタリズムの反近 

代主義，反知性主義.開拓農民の最低生活の確保の要 

求から来る文化的なものへの反感， 肉体労働と"ioh" 

の重視とは， ピュゥリタニズムの r救の客i i 的証明J 

(Weber)-> 自己の存在意義の社会的証明- >"Achieving 

society" (McCMland)の競争原理と結合して，類いな 

く仮借な、淘汰作用をおこし， 後れて移住して来た 

English, Scotch, I r i s h 以外の移民' (特に193啤代以後の 

亡命者）は， この競争社会に新来者として生括し，地 

渉を築く為に非常な努力をい，時にはその努力は奇 

谓な g 己顕示をさえ伴った。ァメリカ社会は-占代も中 

世 も経験しなかったために，文化的には資本主義文明 

に対抗し均衡をとる他の諸原理を欠いていたため，文 

化諸領域の価値序列が特有の形態をとっすこ。この間題 

は社会学者だけでなく，ァメリカの社会科学者の共通 

め研究課題となってレる。

3 ) もう1 つめ学界の動向とし'て，ニュー.イング 

ランドのタウン史ないしピュウリクニズムの研究が再 

び盛んになりつつあるととが指されねぱならない。 

1880〜1890^^代にかけてアメリ力の海外留学生が多く 

a - p *ッパの大学に留学し帰国後アメリ力の研究を 

始めた。前世紀末の Johns Hopkins University Studies 

in Historical and Political Science には H. B. Adams, 

E. Ghanning, C. K , Andrews, M. Egleston らの論文が 

収録され， 同じく前世紀末から今世紀初めにかけて 

Columbia University Studies in History, Economics and 

Public L aw  にも A .B . Maclear, Early N ew  England 

T o w n s .をはじめとして， .いくゥかの地方自洽史，地 

方史の研究が含まれている。当時のドイッおよびイギ 

リスの諸大学ではプォン.マウラーのマルク団体理論 

が強い彰響力をもっていた。上述の箸作の脚注にはタ 

キト.ス，カエサル，プォン. マウラー，メインらの著書 

が虞々引用さていることからも,彼らが如何に雖くマ 

ルク0 体理論の影響をうけていたかを知るとと力池来 

よう。また南北贼争後のアメリ力では国民的g 覚が强 

くなり， ヨーロダパから継承された制度と新天地アメ 

リカで発展した独自の制度とを究明しようとする意欲 

が強く働いていた。このことはに大学における货 

のみならず，州史ある、、は都史あるいはタン史が数 

えきれぬ程出版されていることからも明ら力、である。 

しかしこうした地あ史的碰!は今世紀に入ると焦速に 

衰退し, 第 1 次大戦後は僅かにR. H. Akagi, The Town 

Proprietors of the New England Colonies, 1924 およ

び F' M. Woodard, The Town Proprietors in Vermont. 

1 9 3 0の 2 つの研究書が出ただけでろ。第 2 次大戦期 

から,1 950年代にかi t X も，僅かに W . Halier, The Pu

ritan Frontier, Town-Planting in N ew  England Colonial 

Development, 1630—1660. 1951; および M‘ Harris, 

Origins of Land Tenure of the United States. 1953 が 

上梓されただけで，両人とも厳密にいえば経済史家や 

はないしその学問的水準も決して高いとはいえナぶい♦ 

しかるに196が{̂ 代に入ると，ュュ一，イングランド 

のタク、ノな、、しピュクリタニズムの研究は俄かに増大 

してきた。これらの研究は相互に重なりあういくつか 

のW究領城にまたがっていて，必ずしも明確に分類は 

出来ないが,以下主要な業績を使宜上いくつかに分け 

て紹介してみよう。 •

① 移 民 史

S. C. Powell, Puritan V illage: The Formation of a 

N ew  England Town. 1963 は, ’ R. E.  Brown, Middle- 

Class Democracy and the Revolution in M assachusetts 

や C. Grant, Democracy in the Connecticut Frontier 

Town of K e n tとはちがった系歹！]において，ま後におけ 

るニネー，インダラソドのタクン史研究の出発点とな 

つた。Powell,はマサチューセッツの一*タクンSudbuiy 

の移住者の出身地を移民記愈を通してさぐりあて，更 

に個々の移住者を母国の、教区文書に迭適って追跡して 

行き，S u d b m yの耕地制度をはじめとするュュ一，イ 

ングランドの諸制度と本国のそれとを比較している。 

複写装置をにつみ込み，東奔西走して史料を览藥し 

た 6 年間の労苦の結晶であるとの研究は，イギリス侧 

の同種の研究 N. C. P. Tyack, The Emigration from  

East Anglia to N ew  England. 1630-1660 (unpublished 

Ph. D. thesis, University of London. 1 9 5 1 )とならんで， 

新しいクイプ植民史の最初の成果であると考えられ 

る。それ以外のピュゥリタン植民史W究: としては， 

Allen French, Charles I and the Puritan Upheaval：A  

Study of the Causes of the Great Migration, 1955; 

Carl Bridenbaugh, Vexed and Troubled Englishman, 

1590-1642. 1 9 6 8 ;包括的な研究史どしてT .H . Breen 

and Stephen,Foster, "Moving to the N ew  World； The 

Character of Early Massachusetts Immigration." {Wil

liam and Mary Quarterly. Vol. XXX, No. 3, April 1973, 

pp. 189—222)； Philip Taylor, The Distant M agnet： 

European Emigration to the United States of America. 

1 9 7 1 .などが相次いでらわれている。，

タクンの研究としそは，M ichaelZuckernian,Peaceful
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、いて，既に民主主義が実現していたから，独立戦争は 

め部舉命をふくむ rアメリカ命 J ではなく，イギリ 

ス帝国の支配に对して植民地の自治権を主張するr独 

立戦争J であったと主張するものである。 B r o w n や 

€ i a n t の研究は，後述するように，その後の独立戦争 

期の研究に強い影響力をもった。 しかしプラ，クンが 

B e a r d説を批利しァメリカ抵民地では民主主義がす 

でに奨現していたという場合に，課税台帳，財廣目録， 

遣産記録を利用したその実証方法に問題があった。こ 

、の点については本稿後で詳しく紹介する替である。

2) 南北戦争前の南部社会をプランターの寡頭支配 

体制ではなく， 小農民の支配的な社会であるとする 

rヴァンタ:v- ビルト学派」の主な業績は，P.L.O wsely, 

Plain Folk of the Old South. 1940； B. H. Clark, The 

'Tennessee Yeoman. 1942； H. Weaver, The Missi- 

•ssippi Farmers. 1945； C. S. Sydner, Development of 

Southern Sectionalism. 1 9 4 8 .などであ.る。，大プランク 

.一が経営数から、ミって支配的になることはあり得す4：い 

ことであるし所有地の面積，肥沃度 . 地理的位置， 

労働力，信用授受関係などのほか, 教言程度，その他 

の諸条件を考慮すれぱ，大プランターの南部社会への 

経済的，政治的影響力カホきいのは当然のことといわ 

ねぱならない。大プランター文書を利用したPhillips 

，の古典学説は，この点では方法的に反ってすぐれてい 

'たといえよう。

3) ® 部の研究についても, はやくからF.J. Turner 

のフロンティア説に対してさまざまな批判がある。西 

漸運動における大投炒秦者，土地会社の役割を強調す 

る J. Schafer, P. W. G a t e sらに対し， 投機業者の利 

潤の少なさや，西漸運動における建的役割を跋調す 

る人々がちらわれて来た。

これらの諸傾向は何れも通説の批判という形をとっ 

-た一種の r修正説」であるが，単なる学説上の修正と 

，いう以上に，学界の共通のある傾向を表現していない 

，とはいえないであろう。

4 ) この時期にはもう1 つ顕著な傾向があらわれて 

来だ。それはいわゆる「成長史学J の抬頭である。計 

量的な経済史研究は1930年代から存在している。 W* 

B, Smith and A. H. Cole, Fluctuations \n  American 

'Business, 1790-1860. 1935 や Colej Bezanson らの物 

価史などはそれであるが,戦後の評量的研究はこれら 

と必ずしも脈络を同じうするものではない*その相異 

はアメリ力における経済学のあり方の变イ匕と，研究者 

め歴史意識の喪失とによるものでf e る，D.C. N o r thの

"Industrialization in the United States." (in Cambridge 
Economic History of Europe. 1965. V ol.V I. Part II. Chap. 

VIL pp. 673-705); ditto, Economic Growth o f the United 

States. 1916.
この種の経済史学はアメリ力における経済学のあり 

方と関速しており，歴史研究というよりは，経済现論 

の歴史への適用ともいうべきものであろう。こうした 

研究にあっては，しかしながら，展史の画期を分;^ 

来ないし経済発展の内部における質的対立や質的転 

化を解明出来ない。またi 々立論の根拠となる史料が 

2 次的であり，史料批判が粗、という欠陥をもって、 

る。さらに， 自己の捨象した譜耍因を， どのようにし 

て分析の過程で復元して行くかという問題が残ってい 

るであろう。

5 ) 経営史学の発展は目ざましいものがあるが，斯 

学の開拓者N .S .B . G r a s力';経営史学の先縱としてイ 

ギリスの a  U m v in を拳げているのは興味深い。Gj. 

Unwin, Samuel Oldnow and the Arkv^riglits ニ The 

Industrial Revolution at Stockport and Maple. 1924 

がどういう意味でアメリカ経営史学の先縱でもり，ま 

たどういう意味でそうでないのかは1 つの方法上の問 

題でもあるが，イギリスのそれは，もしそういうま現 

がゆるされるとすれば，経済史的経営史ともいうべき 

であろう。アメリカの経営史的研究を産業革命史の研 

究に援用する場合，個別経営に脚する班究を当該産業 

部門または他産業部門,および地域的発展と結合し 

位置づけて行く論理が必要である。

し か し 1960年代に入ると,麽史学界に変化があら 

われる兆しが見られすこ。以下その例をいくつかあげて 

みょぅ。

1 ) .独立軟争につづいてMaiming J. Dauer, The 

Adams Federalists. 1953 .につづいて Staughton Lynd, 

Anti-Federalism in Dutchess County, N . Y . , 1962 ； J. 

T. Main, Anti-Federalist, Critics of the Constitution, 

1781一1788. 1961; ditto, The Social Structure of Re

volutionary America. 1965； ditto, Upper House in 

Revolutionary America, 1763-1788. 1 9 6 7 -など，：/  ラク 

ンらによるビーアド批判に対する反批刺があらわれたa

2 ) 経清史の領墙ではなく,，社会史の領城で:はある 

力な，ホ*"-フシュタック〜の一‘連の研究Social Darwinism 

in American Thought, 1944; The American Political 

Tradition. 1948; Anti-Intellectualism in American Life. 

1 9 6 2 .は， アメリカ社会の競争原理，社会進化論およ 

，び反!知性主義に鋭い分析を加えている。アメリカのキ
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Kingdom: N ew  England Towns in the Eighteenth 

Century. 1970; K. A. Lockridge, A  N ew  England 

Town： The First Hundred Years, Dedham, Mass., 1636 

-1736. 1970； P. Smith, A s a City upon the H ill： The 

Town in American History. 1966; J. Demos, A  Little 

Commonwealth： The Family L ife of Plymouth Colony'

1970； D .B . Rutman, Husbandman of Plymouth: Farms 

and Villages 'in the Old Colony, 1620-1692. 1967; 

ditto, Winthrop’s  Boston ： Portrait of a Puritan Town, 

1630-1649. 1965; J. J, Waters, Jr., "Hingham, Mass., 

'163；l-1661: An East Anglia Oligarchy in the N ew  

World." (Journal of Social History, Vol. I, 1968. pp.

351-370); 士地制度に関するものとしては, E.S. Perzel, 

"Landholding in Ipswich." (Essex Institute Historical 

Society, Historical Collections, Vol. CIV, 1968‘ pp. 303-328);

P. J. Greven, Jr., "Old Patterns in the N ew  Wolrd：

The Distribution of Land in 17th Century Andover."

(Essex Institute Hist. Soc., Historical Collections, Vol. Cl,

1985. pp. 133—148)
②人口史的研究としては，HerbertMoller, "Sex Com

position and Correlated Culture Patterns of Colonial 

America." (William and Mary Quarterly, 3rd Series, Vol.

I I , 1945. pp. 115—118); Ph. J. Greven, Jr., Four Ge

nerations： Population, Land, and Family in Colonial 

Andover, Massachusetts. 1970; A. Lorikridge, The Po

pulation of Dedham, Massachusetts, 1636，1736" (,Eco.

Hist. Rev., 2nd Ser. Vol. XIX, No. 2, August 1966. pp. 

318—344), ditto, "Land, Population, and the Evolution 

of N ew  England Society, 1630-1790." {Past and Present,

No. 39, April 1968. pp. 62-80)。これらの研究は第2 次 

大戦後の新しい研究勘向である。

③ B r o w nおよび G i.a n tの班究に触発され•たタウン 

研'究がこの時期にV、くつかあらわれている。

James a .  Henretta, * Economic Development and 

Social Structure in Colonial Boston" {William and Mary 

, Quarterly, 3rd Ser., Vol. XXII, N o .1 , Jan. 1965, pp. 76- 

92) ； Allan Kulikoff, "The Progre^ of Inequality in 

Revolutionary Boston." (Wm. & M. Q,, 3rd Ser,, Vol. 

XXVIII, No, 3, July 1971. pp. 375 -4 1 2 ,)は何れも植民 

地時代から独☆期にかけてのボストンに経済的不平等 

がられたことを指摘している。David Syrett, "Town- 

Meeting Politics in Massachusetts, 1776-1786." {Wm.

& M.Q<, 3rd Ser„ Vol. XXI, No. 3, July 1964, pp. 352- 

366. ) は独立期のタウンの政冶が決して平等でも公平

— 50(112)

でもなく，有力者により壁断されていたとしている。

K. A . Lockridgre and Alan Kreider, "The Evolution o f  

Massachusetts Town Government, 1640 to 1740.*' {Wm,

& M.Q., 3i-d Set*., Vol. XXIII, No.も Oct. 1966, pp. 549- 

5 7 4 )は .W atertow nおよび D edhamに於て人ロの増 '

大につれて，原住者と新来者との間の経済的不平等の‘ 

発生と，宗教教育に関する対立とによって，合意の政： 

治の行きづまりが見られたG とを指摘している。 

Stephen Foster, "The Massachusetts Franchise in the； 

Seventeenth Century." {Wm. & M.Q., 3rd Ser., Vol. 

XXIV, No. 4. Oct. 1967. pp. 6 1 3 -6 2 3 .)はこれ迄の研究 ’ 

カ他存して来た r公民権所有者!）ス ト Genei^al Courfg. 

l i s t j には脱漏があり，また史料として全面的には信觸 

.出来ぬとしている。 Michael Zuckerman, "The Social 

Context of Democracy in Massachusetts" (Wm. & M.Q.„ 

3rd, Ser. Vol. XXV, No.も Oct. 1968. pp. 5 2 3 -5 4 4 )は， 

選举権を民主主義成立^0指標とするプラゥン説を批判' 

し タ ウ ン ，’ ミーティングでは投票権付与に当っては- 

財産より居住が重視され，人種および文化的同質性と 

共同の道徳的，経済的資質にもとづく  "communal， 

control，，が支配し単なる多数決の支配ではなく，白： 

人アングロ，サクソンのプロテスタントの意志の貫徹' 

が見られたとし，タゥンの新旧住民の間の紛爭の解決 

はこの原理によっていたとしている。このゾカーマン 

の 論 文 お よ び Peaceful K in g d o m を う け て David* 

Grayson Allen, ‘‘The Zuckerman Thesis and the Process', 

of Legal Rationalization in Provincial Massachusetts'*' 
(Ww. & M.Q., 3rd Ser., VoL XXIX, No. 3, July 1972. 

pp. 4 4 3 -4 6 0 .)はゾカーマンの使用した史料TheTdwn; 

Series, Mass. A rch ivesは全 9 卷中, 4 卷であって,.そこ 

で選ぱれたタクンは18世紀に設立された小タヴンであ 

って，植民地議会はタクン . ミーティンダに対して次- 

第に優越性を もっていったし共同体規制はイギリス 

ではより强く，植民地でも次第に衰えて行った,，と批： 

判している。 ゾカーマンの反批判 (Wm. & M.Q., 3rd! 

Ser,, V o l.XXIX, No. 3, July, 1972, pp. 461-468.)につい. 

ては省略する。William F. Willingham, "Deferense De- 

mocrasy and Town Government in Windham, Connec

ticut, 1755 to 1786" (.Wm. & M.Q., 3rd Ser., Vol. XXX,. 

N o/ 3 ,  July 1973. pp. 401-422.)は, 植民地の成年男子の‘ 

大部分は役襄権をもっていたが，樊際の選択の範西は 

少数の "b etters"に限られていた。 このことは政治故 

' •経済的，社会的価値の-^政を前提とするとしている" 

Timothy H. Breen, "Who'governs ニ The Town Fratichisef
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in Seventeenth-Century Massachusetts** (W%. & M.Q., 

3rd Ser., Vol. XXVII, No. 3, July 1970, pp. 460-474.)は 

タウン，ミーチィングにおける教会員，freemen, non- 

freemen の関連を 1635, 1641, 1647, 1658, 1670 年 

の法令について换計し，教会員及ぴタクン成員として 

好ましからざる者をタウンから拂除しようとする原則 

と，その她緩を論じている。

このようなニ イングランドのピュウリタン

タウンの内部構造の研究は，宗教史.思想史の研究と 

速ならざるを得ない。以下そうした研究のうち若千を 

紹介しておこう。 Edward M. Cook, Jr., "Social Be- 

liavior and Changing Values in Dedham, Massachusetts, 

1700 to 1775,’ (Wm. & M.Q., 3rd Ser., Vol. XXVII, No. 

4, Oct. 1970. pp. 546 -580 )は，どのような "operational 

v a lu es'*が受容され機能していたかを town records, 

church records, court records, lana records, tax records 

などを通じて解明し 1700-1775年における公職選挙, 

教会の分裂，士地問題,社会的身分称号の消滅などを 

めぐって共同原理の崩壊を論じている。 Jules Zang- 

er, "Crime and Punishment in Early Massachusetts"

(TFm. & M.Q., 3rd Ser., Vol. XXII, No. 3, July 1965, pp. 

471-477.)は，マサチューセッツ湾会文書は判決より実 

際の処罰が軽かったことを示していて，英本国それ  

より奇酷でなかった. また上層階級より，職人，參公 

人に对しての方が判決も刑の執行も重かった，として 

いる。

これとの関速において， 以下に思想史* 「宗教社会 

学J 的研究をいくつかあげておこう。

D. D. Hall (ed.), The Antinomian Controversy 1636- 

1638： A Documentary History.1968； Emary Baはis, 

Saints and Sectaries； Anne Hutchinson and Antihomian 

Controversy in the Massachusetts Bay Colonies. 1962 ； 

Edmund S. Morgan, The Puritan Dilemma. 1958； 

George L. Haskins, Law  and Authority in Ej^rly 

Massachusetts; A  Study in Tradition and D ^ign. 

I960： Alan Heimat, Religion and the American Mind 

from the Great Awaking to the Revolution. 1966； 

Richard L, Bushman (ed.), The Great A w aking： 

Documents on the Revival of Religion, 1745-5. 1970.
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